
地区委員会 ３年間の目標 １年目
(具体的な重点)

２年目
(具体的な重点)

３年目
(具体的な重点)

備  考

ＲＬＩ参加によってロータリーへの理解
を深める

ＲＬＩ参加者
１回６０名

ＲＬＩ参加者
１回６０名

RLI 参加者
１回６０名

各パート６０名参加者の
達成

ファシリテーターの勉強会とレベルアップ ＲＬＩ委員 ３０名 ＲＬＩ委員 ３０名 ＲＬＩ委員  ３０名 ファシリテーターの勉強会

地区委員会・クラブ活動へのラーニン
グの浸透

いごこちの良いクラブづくり＝退会を防
止する

２,５８０名
 (純増６０名)

２,６６０名
 (純増８０名)

２,７６０名
  (純増１００名)

入会３ 年未満の会員へ
のかかわり方支援

被災地クラブの現会員維持・新会員勧
誘支援を行う

会員維持 会員維持拡大 会員維持拡大

ＤＥＩ委員会 だれもが笑顔でいごこちの良いクラブ クラブDEI委員会設立 クラブＤＥＩ委員会設立 クラブＤＥＩ委員会設立 ＤＥＩクラブ委員長会議の実現

地区ＨＰ等の訪問者・フォロワー数を増
やす

１,８００人／月 ２,４００人／月 ３,０００人／月 地区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ訪問者数

全クラブにＳＮＳ開設をめざす ４００名 ７００名 １,０００名 Facebook フォロワー数

能登半島地震・豪雨災害からの復旧復
興を広報面から積極的に支援する

５０％ ７５％ １００％ クラブＳＮＳ開設率

規則・手続・情報委員会
My ROTARY  登録会員１００％をめざ
して    (2025 年 1 月現在 44.1％)

６０％以上 ８０％以上 １００％
新入会員 My ROTARY
全員登録への取り組み

職業奉仕に対する理解を深めクラブの
活性化につなげる

職業奉仕講演会 職業奉仕講演会 職業奉仕講演会
職業奉仕クラブ実態調
査を踏まえて

職業奉仕ラーニング 職業奉仕ラーニング 職業奉仕ラーニング
職業奉仕クラブ委員長
会議の開催

各クラブの社会奉仕活動の情報共有
をする

社会奉仕活動
情報交換

社会奉仕活動
情報交換

社会奉仕活動
情報交換

新たな社会奉仕活動を行うクラブの増
加をめざす

１０クラブ以上 ２０クラブ以上 ３０クラブ以上

国際奉仕小委員会
グローバルな国際奉仕交流活動をもっ
てロータリーの意義楽しさを知っていた
だく

国際奉仕活動を知る
国際奉仕活動の

掘り起こし
国際奉仕活動の魅力

能登半島地震・豪雨復
興支援を世界のロータリア
ン・学友会に呼びかける

世話クラブ・カウンセラー制度の充実 ４５クラブ ４７クラブ ５０クラブ
お世話クラブ経験数３年
間で５クラブ増へ

米山奨学会事業への理解促進と寄付
増進

特別寄付
０クラブ０目標

特別寄付
０クラブ０目標

特別寄付
０クラブ０目標

優秀な奨学生の採用と育成
学友・学友会との連携

組織の継続性と計画性

Ｎ「Rotary Youth Day」ロータリー活動
を地域へ

研修資料作成 委員会メンバーの教育
委員自身が
クラブに説明

委員メンバーの研修・育成・自
立へ

Ｎハラスメントの生じない環境を構築する
青少年保護を図る

研修会
青少年保護を図る

研修会
青少年保護を図る

研修会
地区行動計画推進、危
機管理委員会との連携

「ユース・米山記念奨学会部門」との連
携強化

ローターアクト委員会
ロータリークラブとの交流・共同作業
グローバル補助金について学ぶ

１５０名 １６０名 １７０名 参加者の基盤を広げる

インターアクターにボランティアの良さ
を知ってもらう

１クラブ １クラブ １クラブ
インターアクトクラブ新設
２クラブ以上

海外交流で多様な価値観を知り世界
観を広げる

共同イベント開催 共同イベント開催 共同イベント開催
国際交換・米山奨学生との共
同イベント

ポリオ根絶チャリティーイベントの実施 チャリティーランチ チャリティーランチ チャリティーランチ
クラブの計画で年間３～
５回開催

小松どんどん祭り 富山 石川
ガバナー年度地域に密
着した開催地

チャリティーゴルフ チャリティーゴルフ チャリティーゴルフ
初年度は震災被災地能
登島で開催予定

年次寄付１人当たり１５０ドル達成へ １５０ドル １５０ドル １５０ドル

ポリオ寄付１人当たり３０ドル ３０ドル ３０ドル ３０ドル

グローバル補助金を活用した事業計画 １件以上 １件以上 １件以上

ＤＤＦ地区補助金９０％以上活用 ９０％以上 ９０％以上 ９０％以上

恒久基金 １名以上 １名以上 １名以上

インターアクト委員会

ロータリー財団委員会

ＲＬＩ委員会

会員増強委員会

公共イメージ委員会

職業奉仕小委員会

社会奉仕小委員会

＜ 2610 地区 3 年間の目標 『だれもが笑顔でいごこちの良いクラブ』＞

 　　　　　  〇より大きなインパクトをもたらす              　　　　      〇参加者の基盤を広げる

   　　　　　〇参加者の積極的なかかわりを促す          　　　　    〇適応力を高める

米山記念奨学会委員会

国際青少年交換委員会


